
学長選考・監察会議（２０２６－第２回）議事要旨

日 時 ： ２０２６年９月１７日（木） １５時４０分～１７時０５分

場 所 ： 本部棟３階会議室 A

出席者 ： 我妻 三佳、石川 民子、雑賀 正浩、富田 英之、日比 稔之

井門 康司、柿本 健一、横山 裕行、前田 健一、吉田 江依子、齋藤 彰一

欠席者 ： 臼田 信行

陪席者 ： 大日方 清剛、児山 法子、小湊 啓一、事務局関係職員

議 長 ： 雑賀 正浩

構成員 ： １２名中 出席者１１名（過半数７名） 成 立

議 事

 議題１ 国立大学法人名古屋工業大学学長選考等規程の一部改正について（審議）

   議長から、国立大学法人名古屋工業大学学長選考等規程の一部改正について審議願いたい

と発言があった。次いで、総務課長から、資料１に基づき、学長候補者を推薦できる者（学

内有資格者）について、同規程第９条第２項に「副理事」及び「事務局長」を追加する改正

案について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。

議題２ 学長任期制度について（審議）

議長から、前回の会議における議論を踏まえ、学長任期や再任制度のあり方等について

審議願いたいと発言があった。また、その際は、学内意見照会の結果も参考にするととも

に、制度を見直す場合は、現学長には適用せず、次期学長から適用することを前提として検

討を進める旨の説明があった。

次いで、事務局長から、資料２に基づき、学内意見照会の結果について報告があり、そ

の後、資料３に基づき、制度的な前提、全国的な動向や社会的背景、現行規程の改正経緯及

び主要な制度類型に関する特徴・留意点等について説明があった。

議論の結果、制度見直しの方向性としては、現行の４年任期＋再任２年の枠組みを維持

する方向で、再任のあり方等についてさらに検討を進めることを確認した。また、具体的な

制度・対応案については、次回の会議で改めて議論することが了承された。


